
令和７年度 一般社団法人こどもとおとなのあそびとたいわ 

第６回定期社員総会 

 

日時：令和 7 年 12 月 13 日（土）午前 10 時～ 

会場：アトリエコルト / オンライン 

 

 

 

 

 

  

１ 開会式 

（１） 開会のことば 

 

２ 総会 

（１） 議長および書記の選出 

（２） 議事 

議案第 1 号 役員の再任について 

（３） 承認 

・第 5 期事業報告および決算報告（決算報告は別紙あり） 

（４） 報告 

・第 6 期事業計画および予算計画について 

（５） 質疑応答 

（６） 閉会 



議案第１号 

 

令和 8年度 一般社団法人こどもとおとなのあそびとたいわ役員（案） 

 

 

役職名 氏名 

代表理事 樽井 花子 

理事 柏 玲子 

理事 岡村 康代 

監事 堀越 睦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



承認資料１ 

一般社団法人 

こどもとおとなのあそびとたいわ 

 

第 5期（2024年 10 月 1日～2025年 9月 30 日） 

 

 

事 業 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ. 第五期を終えて 

中期から後期にかけて新たな利用者が増えています。主に市内の学校以外で過ごす子ども

たちです。年齢層も広がり、小学 1 年生から中学 2 年生までの子どもたちと賑やかに過ご

しています。長く通っている子、最近通い始めた子、年齢も学校への登校頻度も特性もい

ろいろな子たちがみんな混ざって過ごし工作や外遊び、食事、ゲームや読書、週一回の勉

強時間など一緒に生活を楽しむことを大切にし、みんなで過ごしています。そんな中での

びのびとゆったりと成長していく子どもたちと過ごすことは大人にとっても楽しくうれし

く感じています。 

ただ、不登校の児童が増えていくことは社会課題であることに変わりはありません。公的

資金が入っていない中で利用料を主として運営していることは教育の格差をという課題を

残しています。また、実際に運営は厳しく助成金を探して応募しつないでいるという現状

も変わっていません。不登校という社会課題と向き合いつつフリースクールの側面が社会

的に強く印象を持たれる中、本来コルトの存在意義である“あそび“と”自由な表現“を守

り、さらに子どもたちの「社会的自立」への貢献、運営の経済的安定・・難易度の高い運

営であることを強く感じる期でありました。 

 

Ⅱ. 第五期ふりかえり 

１． アート表現に関する事業 

 

① 幼稚園での美術活動 

実施回数 6８回 実施日 毎週火曜・木曜月 3 回 利用人数 各回 46 人 

 

松戸市の幼稚園での課外活動講師として継続。法人の活動とは別の活動でありながら、法

人の運営のために今まで収支を合わせてきました。今期の 1 月より収支を分ける決断をい

たしました。本来の在り方となります。 

 

 

２． 子どもの居場所、保護者同士のつながりを主とした事業 

 

① フリースペースコルト 

実施回数 130 回 利用者数（累計）602 人 

週 3 日の開室となってから 1 年以上たちますが、新規登録、日々の利用者共に増え

ています。大人の手が足りないと感じることも多くまた、ボランティアでの運営が

基本となっている点は課題と考えています。月謝や入会金という形をとっていない



ため収益の見通しが立てづらいことも課題ですが、子どもの居場所という性質上必

要な形と考えています。ただ 物価高への対応として利用料の値上げを検討してい

ます。これまで通り就学援助のご家庭には値上げをせず、通常利用の場合 200 円か

ら 300 円の値上げを検討しています。値上げの実施は 4 月を予定しています。 

かかる経費の大きなものの一つに食費がありますが子ども食堂ネットワークへ登録

しお米やパンなどをいただくなど工夫をしています。最近では町内の方がジャガイ

モや乾麺などをご寄付いただいたりと、関係性も少しずつ広がっており、広く浅く

ご支援をいただけるよう今後も動いていきたいと考えています。 

 

 

② 協働のまちづくり補助金事業（R6 年度・R7 年度） 

・ゲーム依存に関する学習会（24 年 12 月 8 日） 

現代の親の最大の関心ごとの一つともいえるネット依存・・日本で初めてネット依存

治療を開始した久里浜医療センターから前園真毅先生をお招きして一緒に学ぶ場を作

りました。市内の保護者がたくさんご参加くださり、熱心に質疑応答をしている姿が

印象的でした。上尾市教育センターの主幹から上尾市適応指導教室の内容や様子につ

いてご紹介いただきました。 

・不登校個別相談会（25 年 2 月 8 日） 

不登校の背景や原因、環境は本当に一人一人異なります。選択肢は増えています

が、「今のうちの子に本当に合うのはどんな場所？」と考えるとき、その判断は

難しいのが現状です。誰に何を相談してよいのか分からないという声はとても多

いです。そこで近隣 8 団体と上尾市教育センターをお招きし、各団体の活動紹介

と個別相談会を開催いたしました。自分の不安を直接聞くことができ、それぞれ

の団体の考え方や費用、雰囲気を知る機会となりました。 

・ハタキチコルト（R7 年 5 月から R8 年 2 月） 

かしの木ファームさんでの平日昼間月に 2 回の畑での活動です。さいたま市の団

体、コドモギルドさんから引き継いだ形で実際に利用者が来るか分からない中、

協働のまちづくり補助金を利用しかしの木ファームさんへのお支払いや消耗品の

購入、チラシ作成配布などの費用に充てました。教育センターとの協働事業とし

て市内全小中学校の不登校担当者へチラシを配布し認知向上に努めました。現状

事業の終盤ですが参加者は増えておらず継続の見通しは厳しいと考えています。 

要因としてはアクセスの悪い場所であり、車での親子参加を基本となるのに対

し、コルトでの普段の活動が子どもを預かる形であり訴求する層にズレがあるこ

とが一つと言えます。 

 

 



③ 蓮田デイキャンプ 

実施回数 2 回 （8 月 1 日、8 月 29 日） 参加者（累計 ２５人） 

夏休み恒例のデイキャンプ、すいか割したりカレーを作ったり。普段の利用料と変わ

らない価格で受け入れていただき、普段からフリースペースを利用する多くの子ども

たちが参加できています。電車とバスで行かれる場所であり欠かせない活動場所とな

っています。 

 

④ 駄菓子屋コルト 

毎週金曜日 15 時～18 時開店 

段々と定着し、地域にも認知が進んできました。放課後の子どもたちが立ち寄り工作

をしたり、朝からいる不登校の子どもたちと混ざって遊んだりにぎやかです。物価高

でじりじりとお菓子の価格が上昇していることが辛いです。七輪を囲んでマシュマロ

などを焼きながらたむろする時間が維持できていることは嬉しい限りです。 

 

⑤ その他 

・上尾市ヒューマンライツミーティング（24 年 12 月 7 日） 

人権男女協働参画課からお声がけいただき駄菓子屋を出店しました。人間スロッ

トマシーンをやったり七輪でマシュマロを焼きながら過ごしたりと楽しい時間を作

れました。 

 

・桶川市不登校個別相談会（24 年 12 月 6 日） 

・鴻巣居場所交流会（24 年 12 月 22 日） 

 

・出張講演・イベント 

グラン育児ネットワーク（24 年 6 月 8 日） 

 

・他団体の活動参加 

スケボー５月・６月・SUP５月 スノーボード 3 月 3 日 

CHILL ジャパンさんにお誘いいただきコルトに来ている希望者を引率参加 

回を重ねてスタッフの方とも顔なじみになり楽しく参加させていただいています。 

子どもたちもとても楽しみにしています。 

 

 

 

 



３． 対話に関する事業 

 

① 大人哲学対話 

・大人哲学対話 

 実施回数 ６回（奇数月第二土曜日） 場所 小声書房 

昨年に引き続き小声書房さんにて『本とてつがく対話』を隔月で開催しました。少

人数ながらほぼ毎回新しい方がご参加くださり、その度に場の空気が変わり対話

の展開も問いの選ばれ方もそれぞれで毎回開催できることが有難い場となってい

ます。昨年から定期的に参加してくださる方もいらっしゃり、場に安心感があるこ

とによりファシリテーターの手を離れて参加者全員で場を作っているという感覚

が以前より増したように思います。 

また、対話とはなにか？という根源的な問いを感じる場面も多く、会話と対話と談

話が交錯しながらも発言の一歩奥を探れるような問いかけがどうしたらできるか

を考え続けていた時間でもありました。 

安定的に参加者が募れるわけではない中、小声書房店主の橋爪さんが運営も一緒

に考えてくださり、心強い関係性が築けていることに感謝します。この企画は来年

も引き続き行う予定です。 

 

② その他 

・立教大学（2024 年 11 月 26 日）大妻大学（24 年 5 月 12 日） 

 

当法人前監事の西川さんが担当しておられる授業の一環として、学生のみなさん

と哲学対話の時間を持たせていただきました。大学生たちの出す問いが興味深く、ま

たそれぞれの関係性もまちまちな中共に哲学をする時間は緊張感があるとともに面

白くもあります。継続させていただけて嬉しい限りです 

    

 

４． その他事業 

  ・レンタルスペース 

    貸出回数 12 回 

 

成長する絵画クラスへのレンタルを毎月 1 回第三日曜日に行っています。 

昨年同様、アトリエスタッフもクラスが開催される日にはかかわらせていただいて

います。彼らの表現を聞くことは、私たちの捉えるアートの考えを具現化したように

感じており、煩雑になりがちな日々の中、原点を感じられる思いで参加させていただ

いています。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告資料１ 

　単位（円）

2024/10/1 11月 12月 2025/1/1 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

出向事業 幼稚園アート教室 1月より個人事業へ移行

レンタル レンタルスペース

フリースペー
スコルト

アトリエ×
駄菓子屋
毎週金曜日

小声書房/
立教大学

小声書房 小声書房 小声書房 大妻大学 小声書房 小声書房

オンライン哲学対話 オンライン哲学対話 オンライン哲学対話

その他イベント こども・夢・未来 宿泊体験 ヒューマンライツ
ミーティング

デイキャンプ デイキャンプ

260,000 260,000 260,000 780,000

80,000 80,000 75,000 75,000 80,000 75,000 78,000 82,000 82,000 80,000 78,000 80,000 945,000

6,000 10,000 6,000 12,000 8,000 12,000 6,000 10,000 10,000 38,000 35,000 10,000 163,000

50,000 30,000 80,000

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 300,000 333,000

50,000 350,000 450,000 850,000

399,000 353,000 394,000 90,000 91,000 440,000 567,000 95,000 95,000 121,000 116,000 390,000 3,151,000

50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 600,000

55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 660,000

0

35,000 35,000 35,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 195,000

70,000 70,000

5,000 5,000

40,000 40,000 40,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 255,000

25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 300,000

10,000 10,000

0

5,000 5,000

100,000 100,000 100,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 750,000

30,000 30,000

11,000 11,000 23,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 54,000

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 18,000

40,000 40,000

12,000 10,000 22,000

110,000 110,000

500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 6,000

319,500 386,500 331,500 206,500 209,500 216,500 221,500 221,500 209,500 206,500 209,500 391,500 3,130,000

79,500 -33,500 62,500 -116,500 -118,500 223,500 345,500 -126,500 -114,500 -85,500 -93,500 -1,500 21,000活動収支差額

経費合計

広告宣伝費

接待交際費

保険料

消耗品費（食材費・工作材料費　他）

雑費

支払手数料

新聞図書費

研修費

諸会費（アメックス・こども食堂）

顧問料

会議費

通信費

寄付

地代家賃

租税公課

荷造運賃

旅費交通費

会費

補助金・助成金等（協働・パル・さわやか・人権）

活動総収入

給料賃金

活動費

外注費

活動収入（フリースペースコルト・レンタルスペース）

活動収入（哲学対話・駄菓子屋・キャンプ　等）

　　　第6期(2025年10月1日～2026年9月30日）　こどもとおとなのあそびとたいわ事業計画書

事

業

内

容

活動収入（幼稚園）

対話事業

居場所事業


